
2023.4 2024.3↓ 年間スケジュール

　鎌倉時代初期に後鳥羽上皇の御番鍛冶として数多く
選出された備前の刀工集団「一文字」派の呼称は、天
下一を意味する「一」の銘を茎に刻むことに由来すると
もいわれます。名工則宗を祖とし、鎌倉時代中期には福
岡一文字派として最盛期を迎え、豪華絢爛な丁子の刃
文で一世を風靡しました。
　本展覧会は、岡山ゆかりの備前刀への関心を高め、
理解を深めることを目的とし、福岡一文字派の作を中心
に、その特徴やみどころをご紹介します。

　観音菩薩は、様々な姿に変じて人々を困難から救うとさ
れ、親しみやすい慈悲のほとけとして、古くから人々に信仰
されてきました。近世以降は観音霊場が各地に成立し、中
国地方では中国観音霊場が創設されています。
　本展覧会では、中国観音霊場に伝わる様々な観音像の
魅力に迫ります。あわせて、歴史ある諸寺院に伝わる書
画・彫刻等の名宝をご紹介します。

　岡山県では南北を流れる河川の恵みのもと、備中杜氏や
蔵人たちが酒造りに情熱を注いできました。また、酒米の
ルーツとされる「雄町米」の9割が岡山で栽培されています。
　本展覧会では、熟練の技により醸され続けてきた岡山の
酒造りについて、酒造の道具や映像などから紹介します。
また、懐かしのラベルや酒宴を彩った酒器などを展示し、
暮らしのなかの酒文化を見つめます。

テーマ展（再開館記念展）

名刀 福岡一文字の光彩

特別展

慈悲のほとけ
―観音と古寺の名宝―

特別展

醸す
―自然と技術が育んだ岡山のお酒―

国宝　太刀 銘 吉房
林原美術館蔵
画像提供：林原美術館／ TSC Create

広島県指定重要文化財　
絹本著色千手観音像  浄土寺蔵
撮影・村上宏治

角樽・指樽
一般財団法人大国家蔵

テーマ展（再開館記念展） 特別展

 

2F展示室2F展示室 2F展示室2F展示室第4 展示室第4 展示室2023年4月1日（土）～5月7日（日） 2023年7月28日（金）～9月3日（日） 2023年10月20日（金）～12月3日（日）

休館日

無料開館日
5/18国際博物館の日　8/29開館記念日　11/1おかやま教育の日　
1/1元日　3/2岡山後楽園開園記念日　

※展示期間、休館日および展示品等は、都合により変更になる場合があります。
　最新の展示内容は、ホームページまたは電話でご確認ください。


